
補足説明書
本製品には、最新バージョンのスキャナドライバ「EPSON Scan」と「Adobe Photoshop Elements」が同梱されて
います。このため同梱の『基本操作ガイド』および『電子マニュアル』の説明と異なる記載や画面があります。
本書では、同梱の『基本操作ガイド』および『電子マニュアル』に記載されていない機能や、記載が異なっているもの
について説明しています。

以下については、本書をお読みになってから、本製品をお使いください。
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スキャナドライバ「EPSON Scan」の追加機能

以下の機能が追加されています。

複数の原稿をまとめて1ファイルにスキャン
写真や書類など、複数枚の原稿を１ファイル（PDF またはMulti-TIFF 形式）にまとめてスキャンすることができます。
ここでは、ホームモードで写真をスキャンする場合を例に説明します。
全自動モード、プロフェッショナルモードでも、複数の原稿をまとめてスキャンすることができます。

• PDF形式はWindows と Macintosh で、画面表示 / 印刷ともに同様の結果が得られる汎用的なドキュメント形式です。PDF 形
式のファイルを開くにはAdobe Acrobat、Acrobat Reader または Adobe Reader が必要です。入手方法や最新情報については、
アドビ社のホームページをご覧ください。（http://www.adobe.co.jp）
Multi-TIFF 形式のファイルを開くにはMulti-TIFF に対応したアプリケーションソフトが必要です。

• 写真や書類などの複数の原稿をセットする手順について詳しくは、『基本操作ガイド』（冊子）をご覧ください。

 EPSON Scan を起動して、［ホームモード］に切り替えます。

 各項目を設定して、［プレビュー］ボタンをクリックします。

①設定

②クリック
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 プレビュー終了後、［スキャン］ボタンをクリックします。

［保存形式］で［PDF］を選択し、［OK］ボタンをクリックします。
［詳細設定］ボタンを押すと、それぞれのファイル形式の設定を詳細に行うことができます。
スキャンを開始し、画像を一時的に保存します。

［詳細設定］ボタンをクリックした画面で、［用紙サイズ］が原稿台にセットした用紙と同じサイズが選択されている
ことを確認してください。ただし、選択できるサイズは定形サイズのみです。

クリック

①選択

②クリック
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 以下の画面が表示されたら、［ページ編集］ボタンをクリックします。
続けてスキャンする場合は［ページ追加］ボタンをクリックし、新しい原稿をセットして、手順 から までを繰り返し
てください。すべての原稿をスキャンし終わったら、［ページ編集］ボタンをクリックします。
一度にスキャンできる原稿は 100枚までです。

◆◆スキャン中に［キャンセル］ボタンを押した、またはエラーが発生した場合は◆◆
表示された画面で［OK］ボタンをクリックすると、スキャン済みの画像が一時的に保存されます。手順 に進んで
ください。スキャン済みの画像が１つもない場合は、手順 の画面に戻ります。

 編集するページを選択し（青い枠が付きます）、［ページ編集］画面の下にあるボタンを
クリックして編集します。
特定のページを回転したり、削除でき、［ページ編集］画面に表示されている順で保存されます。
順番を変えるには、ページを選択して移動したい場所にドラッグします。複数のページをまとめて移動することはできま
せん。

［ページ編集］画面について詳しくは、上画面の右下にある［ヘルプ］ボタンをクリックし、EPSON Scan のヘルプ
をご覧ください。

クリック

①選択

②編集
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［OK］ボタンをクリックして保存します。
［ページ編集］画面に表示されている全ページが１ファイルにまとめてスキャンされます。

以上で、複数の原稿をまとめて 1ファイルにスキャンの説明は終了です。
 

自動露出レベルの変更機能
EPSON Scan の［環境設定］ボタンをクリックして、［カラー］タブをクリックします。表示される画面で［常に自動
露出を実行］をチェックしている場合や、プロフェッショナルモードの［自動露出］ボタンを使用した場合、スキャン
する原稿の種類に適した設定で露出を調整します。その効果を調整したい場合は、自動露出レベルを調整してください。 
また、［推奨値］ボタンをクリックすると、自動露出レベルを含めた［カラー］画面の設定をお使いの機種の推奨する設
定とします。 初期設定はレベル 4です。
 

 

同梱ソフトウェア「Adobe Photoshop Elements」と「Adobe 
Photoshop Album 2.0 Mini（Windows のみ）」について

『基本操作ガイド』、『電子マニュアル』には「Adobe Photoshop Elements 2.0」と「Adobe Photoshop Album 2.0 
Mini（Windows のみ）」が記載されていますが、本製品には「Adobe Photoshop Elements 3.0」が同梱されています。
一部の画面や操作などが『基本操作ガイド』、『電子マニュアル』に掲載されたものとは異なりますので、詳しい使い方
については、Adobe Photoshop Elements 3.0 の取扱説明書（電子マニュアル）をご覧ください。

• このソフトウェアは、Microsoft Windows XP Home Edition 日本語版 /Professional 日本語版（Service Pack 1）、または
Windows 2000 日本語版（Service Pack 4）と、Mac OS X v10.2.8 と 10.3 に対応しています。Adobe Photoshop Elements 
3.0 のWindows XP、Mac OS X v10.3 以降の対応につきましては、アドビシステムズ社のホームページ（http://www.adobe.
co.jp/）にてご確認ください。

• Windows 98 SE/Windows ME、Mac OS 9 をお使いの方は、EPSON File Manager を起動して表示される［Photoshop 
Elements］ボタンは使用できません。また、EPSON File Manager は機種によって、画面や動作が一部異なります。本機以外
のEPSON製品をお使いの場合は、バージョンを確認してお使いください。

調整
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ICCプロファイルのスキャナでの設定方法

EPSON Scanをインストールすると、ICCプロファイルも追加されます。ここでは設定方法を説明します。ICCプロファ
イルについての詳細は、以下のページを参照してください。
h本書7ページ「ICCプロファイルについて」

 EPSON Scanの［環境設定］画面の［カラー］画面で［ICM］（Windows）／［ColorSync］
（Mac OS）を選択し、［ソース（スキャナ）］と［ターゲット］を設定します。

• 全自動モードでは設定できません。他のモードで設定してください。
• ［ソース］で［EPSON標準］を選択すると、原稿種にかかわらず、自動的にお使いの機種に対応した ICCプロファ
イルを参照する設定になります。

• ［ターゲット］では、EPSON Scanでスキャンする際のカラーマネージメントを設定します。お使いのアプリケーショ
ンソフトのカラー設定（作業空間のカラースペースプロファイル）と同じものを選択してください。

• スキャン画像をAdobe Photoshop Elements で保存する場合は、ICCプロファイルを画像に埋め込むことをお勧
めします。

Adobe Photoshop Elements の設定 EPSON Scan の設定
カラーマネージメントなし モニタRGB

限定されたカラーマネージメント sRGB

完全なカラーマネージメント Adobe RGB

＜Adobe Photoshop Elements3.0 の場合＞

＜Windows の場合＞

クリック

設定
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ソフトウェアのインストールについて

ICCプロファイルについて
ソフトウェアのインストール中に［ICC プロファイルセットアップ（使用許諾契約書）］画面が表示された場合は、内
容を確認し［はい］ボタンをクリックしてください。

• ICC プロファイルをインストールした場合、［環境設定］画面の［カラー］画面で、［ターゲット］として選択できるプロファイ
ル（Adobe RGB、Apple RGB、ColorMatch RGB）が追加されます。また、EPSON Scan ver.2.7 以降のドライバをお使いの場合、
Adobe RGB、Apple RGB、ColorMatch RGB以外のプロファイルをお持ちでも使用できません。

• プロファイルの設定は、ホームモードとプロフェッショナルモードの［環境設定］ボタンをクリックし、［カラー］タブをクリッ
クして表示される画面で設定します。画面の各項目の詳細については、［ヘルプ］ボタンをクリックし、EPSON Scan のヘルプ
をご覧ください。
ICCプロファイルのスキャナでの設定についての詳細は、以下のページを参照してください。
h本書 6ページ「ICCプロファイルのスキャナでの設定方法」

Adobe Photoshop Album 2.0 Mini について（Windows のみ）
『基本操作ガイド』の 10ページに記載されている「Adobe Photoshop Album 2.0 Mini のインストール」はインストー
ルされません。
ただし、同梱の「Adobe Photoshop Elements 3.0」では「Adobe Photoshop Album 2.0 Mini」の機能がすでに搭
載されています。

Adobe Photoshop Elements 3.0 のインストールについて
『基本操作ガイド』の 10ページ、16ページ以降の手順や画面と若干異なりますが、画面の指示に従ってインストール
してください。
ただし、Windows をお使いの方は、下の画面が表示されたら、［JPEG］と［TIFF］にチェックが付いていることを確
認して、［次へ］ボタンをクリックしてください。

 

8× 10 インチやその他不定形フィルムのスキャンについて

フィルムエリアガイドを使用してスキャンする場合、フィルムをガラス面に直置きするため、フィルムの種類・状態によっ
ては最適な画像が得られない場合があります。
 

確認
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同梱の取扱説明書の訂正

『基本操作ガイド』73ページ、80ページ「問い合わせ先について」

アドビシステムズ株式会社
本製品に付属しているAdobe Photoshop Elements 3.0 のテクニカルサポートは、全て有料となっております。テク
ニカルサポートが必要な場合は、最初にユーザー登録と有償サポートのお申し込みを行ってください。
有償サポートに関してのお問い合わせ、お申し込みは、0120-535057 （サポート契約センター）へご連絡ください。

『電子マニュアル』トラブル対処方法→スキャン品質／結果のトラブル→スキャン品質が悪い→画像が暗い
「チェック」2つ目

2 つの項目を確認しても画像が暗い場合は、［推奨値］ボタンをクリックしてください。
EPSON Scan の自動露出が正しく機能するようになります。

『電子マニュアル』トラブル対処方法→スキャン品質／結果のトラブル→正常にスキャンされない（画像が
切れる／隣の画像の一部がスキャンされるなど）→フィルムをスキャンするとき　「チェック」4つ目

誤： 同梱のフィルムホルダまたはフィルムエリアガイドをセットしていますか？
 必ず、本スキャナに同梱されているフィルムホルダまたはフィルムエリアガイドを使用してください。
正： 同梱のフィルムホルダをセットしていますか？
 必ず、本スキャナに同梱されているフィルムホルダを使用してください。

『電子マニュアル』ソフトウェア情報→Adobe Photoshop Elements について→起動方法　「補足情報」
1つ目

Windows 98SE/Windows ME、Mac OS 9 をお使いの方は、EPSON File Manager を起動して、［Photoshop 
Elements］ボタンをクリックしても、Adobe Photoshop Elements は起動しません。

クリック
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